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1. 鞆の浦とは？ 
-位置 
-歴史 
-歴史的港湾施設 
-課題 
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広島県福山市 

Location




‒ 中世�

　潮待ちの港町として栄える 

‒ 江戸時代�

　朝鮮通信使が�

　“日本で最も美しい景勝地”と賞賛 

‒ 近代�

　初の自然風景地�

　初の国立公園 

　History




常夜灯付近の鞆の夜 

　History




歴史的建造物群 

　History




焚場 

船番所 

常夜燈 
波止 雁木 

Historic Harbor Facilities 




1.  雁木 
2.  波止 
3.  常夜燈 
4.  焚場 
5.  船番所 

雁木 
   -船の乗り降りに利用された 
　　　　　　　　　　　　石造りの階段 

　Historic Harbor Facilities 




波止 
      -石の防波堤 

1.  雁木 
2.  波止 
3.  常夜燈 
4.  焚場 
5.  船番所 

　Historic Harbor Facilities 




常夜灯 
-船に導く灯台 

1.  雁木 
2.  波止 
3.  常夜燈 
4.  焚場 
5.  船番所 

　Historic Harbor Facilities 




焚場　-船の修理場所 

船番所　-かつての港の管理役所 

1.  雁木 
2.  波止 
3.  常夜燈 
4.  焚場 
5.  船番所 

　Historic Harbor Facilities 
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Demography of Tomo 

Problems


　人口減少 

　空き家 

　交通問題 



焚場 

船番所 

常夜燈 
波止 雁木 

Before the project Before the project BEFORE 

AFTER 

BEFORE 

AFTER 

焚場 

船番所 

常夜燈 
波止 雁木 



2. プロジェクトチームの活動 
-活動の始まりから現在まで 
-鞆雑誌 
-昨年度の活動報告 
 



　Project


　2000  
　　-2010




Project


　鞆雑誌 

鞆雑誌2000 鞆雑誌2001 鞆雑誌2006 

鞆雑誌2008 鞆雑誌2011 



祭事・生業調査　“鞆らしさ”の共通資本である祭事・生業を解き明かしたい 

空地調査　低未利用地の実態とその活用方法を解き明かしたい 

地元に根ざした現地での活動 

鞆雑誌完成記念イベント 
①ともラリー②鞆の祭事・生業展 

大学等での調査・研究 

鞆雑誌2011の作成 
調査結果やイベントの成果報告を

文書にまとめる 

その他・・・　　若手との意見交換会　　　　　　　　　　　　　　茶屋蔵活用コンペ 

Abstract




歴史的港湾都市(豊富な建築土木遺産) 
埋立て架橋の議論、急速に進む観光地化 
祭事と生業 
　…鞆のまちの本質的な魅力であり、脈々と継承されているが、 
　　まちの空間に表出しているものではなく、まちの奥底に根ざしており、 
　　一般的には見えづらい 

　地域に深く入り込み、詳細な記述を通して、 
　価値が見えにくいモノの奥に潜む多義的で多層的な人々の営みを 
　浮かび上がらせ、その営みのプロセスやその結果として表出する風 
　景を評価することを試みる。 

Festival2Fishery




　Festival


　祭事運営の現状  

　・運営組織  

　・年中行事 

　実態調査  

　・スケジュール  

　・神輿ルート  

　・空間の使い方  

　・実測調査 

神輿ルート 



　Fishery


　ヒアリング調査  

　・漁師コミュニティ  

　・生活スタイル 

　実測調査  

　・生活空間  

　・生活スタイルを  

　支えるモノの記述 

魚を捌いて販売している箇所 



Tomo-Zasshi 2011
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警察船

焚場

漁具置場

船（13-15m）

船（5-10m）

船（2-5m）

魚の加工・販売場
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石井の漁船の停泊場所

魚の加工・販売場
漁具置場

旧原漁業協同組合事務所

“魚の加工・販売場 ”通り

漁師のための空間
となっている原漁港

原

石井

戦車マンガン
竿縄

係船柱

階段

街灯

トロ箱

木製セイロ網

トロ箱
戦車マンガン 木製机

バス停留所

魚の加工・販売空間

街灯 魚を干す台

棚、小魚干網、作業台、
バケツ、ガスボンベ、
ビールケースなど

網

プラスチック籠
発泡スチロール箱

ビニールシート

9

６時　　　　　　　　　12時　　　　　　　　　18時　　　　　　　　　０時

漁師の妻

漁師

その他

魚の加工、販売

買い物、立ち話

漁船から
魚をあげる

網仕事

子供の遊び場、散歩路
観光客が対岸の島々を臨む etc

網干竿の連続網干竿

網干竿

訪問する人のルート

魚の加工・販売空間 魚の加工・販売空間 魚の加工・販売空間

魚の加工・販売空間

電信柱

生簀

戦車マンガン

戦車マンガン網、トロ箱、レンガ
発泡スチロール箱、
ビールケースなど

網、トロ箱、自転車
発泡スチロール箱、
バケツ、すだれ、笊など

街灯

78

・小手火に火をつける人
・担ぎ手に水をかける人
・写真を撮る人　などが、
大手火を中心に集る。

大手火に集る人々

消防関係詰所

水槽
大手火を担ぐ前
に浸かる水槽。

水槽
担ぎ手にかける
水を汲む。

警察官詰所

79

3体の御手火が並ん
でいた場所。ここで神
前手火から火を移す。

露店
境内には露店が20店程並ぶ。
露店を楽しむ多くの人が集る。

scale 1:500
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鞆コミュニティ
センター

ぎおん堂

鳴門堂

鳥居
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  Exhibit of Festival & Fishery in Tomo


大型スクリーンによる調査結果の展示（2011/10/15~16） 



  Tomo-Rally (Walk with the quiz)


クイズを楽しむともラリー参加者（2011/10/15） 



急速に進む高齢化、人口減少化 
空き家の増加→空地の増加 
　…空地によって、都市の賑わいの有無や、住民の生活環境も左右する 
　　駐車場や畑地・荒地といった各種の空地全体は、時間軸を通して住民 
　　や土地所有者と深く関係しているが、表面上はわかりづらい 

　鞆の浦固有のテーマではなく、人口減少に伴う空地の増加という普
遍的なテーマの中で鞆特有の現象や課題を分析し評価することを試み
る。特に、空地の使用価値という視点から、変遷や住民の意向をもと
に鞆の浦における空地の利用法について知見を得る。  

Open Space




　Open Space


　実態調査 
　・土地利用 
　・ファニチャー 
　・接道状況 
　・管理状況 

様々な空地の分布 



　Open Space


　ヒアリング調査 
　・土地所有 
　・空地変遷 
　・コミュニティ 
　・利用法 

　歴史地図調査  

　・空地変遷 
　・街区の類型化 
　 

a. 所有者利用 b. 周辺住民個人利用

d. 未利用c. 共用

空地周辺住民空地

所有者

空地 空地
周辺住民

周辺住民

周辺住民

周辺住民

所有者

所有者※ 所有者

※所有者により、c-1. 私有と c-2. 公有に分類。

B. 消極的空地
B-1. 空き家の更地化

昔からの共有地 井戸や祠のある空間

B-2. 鉄工所移転による空地化

A. 積極的空地

1962年の鞆の浦の住宅地図 形成過程と利用者 



2011


・空地調査のまとめ　　　　etc… 

Message


・海が好きな人 

・港町が好きな人 

・地元の人と話したい人 

・祭りが好きな人 
・船が好きな人 

・のんびりな人　　　　　　etc… 

 

是非一度、一緒に行きましょう！ 



 

































 

 

  

 



 

 

 



 

 

 



PJ  



 



 





 



 産品のやり取りを通した周辺地域とのつながりが明らかとなり、「生活と観光」が融合した
まちなかの営みを支える、足助地域圏の将来の方向性を示し得るのではないかと考えた。

 



 



 



 



 



 



 



 





浅草PJ 2011 ＠光月町  
 
  -まちを育てる 
　　　    きっかけを仕掛ける- 

2010.4.13 

プロジェクト報告　04 



1　プロジェクトの概要 
 
2　2011年度の活動 



1　プロジェクトの概要 

■ メンバー�

■ 活動� ・2001年、中島元助教のオムニバス演習が端緒 
・千束入谷一葉桜振興会（住民組織）と活動　　　 
・月1回ほどの東大メンバーでのMTG 
　地元でのMTGが１～２ヶ月に１回の頻度 

岡本祐輝（UDCK） 
鈴木亮平（D1） 
尾瀬敦裕、前川綾音（M2） 
遠藤友里恵、大森文彦（M1） 



活動場所 

光月町（千束入谷地区） 
Kogetsu-cho 
 
東京都台東区浅草の北部、 
「奥浅草」と呼ばれるエリア 
 
周辺には 
３万人ほどの人が訪れる酉の市や 
樋口一葉記念館、合羽橋道具街 
 
スカイツリー人気に伴う 
観光客増加に乗じ住民活動が 
さかんになっている地域 
 
 
都市デザイン研では、 
2007年度より周辺の 
いくつかの振興会とともに 
まちづくり活動を行なってきた。 

浅草寺�

吉原�

言問通り �

一葉記念館�

鷲神社�

合
羽
橋
道
具
街
�



通りを飾る材木 

光月町の歴史 

江戸時代には大名屋敷のあった場所に、明治時代につくられた「光月町」 
現在は千束２丁目、入谷２丁目となり光月町の名は使われていないが、 
地元の方々の地域振興活動の一環で、町内に光月町と書かれた路標が2009
年に作られた。 



  光月町の特徴 

光月町内に多く残る、江戸時代からの材木問屋の集積!
材木が醸し出す独特な通りの風景 

通りを飾る材木 



2　2010年度までの活動 
■まちづくりの指針をつくる 
・光月町のポテンシャル：材木屋の集積 
　それらを活用した成長戦略を練る 
　　　 
・住民の方々と議論を重ね、まちづくりの 
　理想を共有し、洗練させていく 

2009 

2010 

材木のまち・光月町 
ここへくれば、材木の端材でなんでもつくれるまちへ 
商店が再び立ち並び活気のあるまちへ 
歴史を感じる生き生きとしたまちへ 



2　2010年度までの活動 

■指針に基きアイデアだし 
・具体的なアクションプランの 
　アイデアを住民の方々と練っていく 
・絵や合成写真を効果的に用い 
　詳細なイメージまで共有していく 

2009 

2010 

■まちづくりの指針をつくる 

木材を使ったイベント「光月工房」を企画 



2　2010年度までの活動 

■アイデアは実際に 
　アクションにうつす！！ 
・アクションプランを実施し 
　まちに大きなうねりを生み出す 
・きちんと事後検討や反省を行い 
　住民の方々にフィードバックする 

・住民自らの手でこれからのまちづく　 
　りが行われていくよう方向付ける 

2009 

2010 

■指針に基きアイデアだし 

■まちづくりの指針をつくる 



３　2011年度の活動 
■アイデアは実際に 
　アクションにうつす！！ 

・住民の中でノウハウの蓄積が出来る
ようにする 
・学生だけでなく、住民からアイディ
アがでるように工夫する 

2010 

2011 

主催：一葉桜千束入谷振興会　協力：アド・インターフェース　東京大学都市デザイン研究室

細川銘木店

熊切材木店
くまきりざいもくてん

夏休みの宿題にぴったり !!
木材をつかって、かっこいい船をつくろう !!

とき　7/30( どようび )　ごご 1じから
ばしょ　熊切材木店（くまきりざいもくてん）
おかね　500 えん
もちもの　はんかち
ふくそう　よごれてもよいうごきやすいもの

材木屋さんがしっかりと指導いたしますが、製作にあたっては
工具を使用します。低学年のお子様は、なるべく保護者の方も
同伴してくださるようお願い致します。

参加ご希望の方は、事前に

電話または FAX でお申し込みください。
電話 03-3839-5229 ( アド・インターフェース内 )

FAX  03-3837-5709 ( アド・インターフェース内 )

ふねもくざい

なつやす しゅくだい

■光月工房を根付かせる 
■料金をとる試みをおこなう 
■振興会だけで運営できるようにする 



2011年度の活動  

　 �

   

 
６月　第１回光月工房�
 
 
 
 
７月　子供向け木工教室(有料)�
 
 
 
 
１１月　大人向け木工教室(有料)�

あじさい祭りに合わせた通常の光月工房�

夏休みの宿題に合わせて船と車を製作�

本格的に家具を制作�
通常の光月工房もおこなう(無料)�

毎月　活性化対策委員会で準備、反省�











①研究室から近い  

言問通りを東に、山手線を超えると、そこはもう下町  
イベント直前の打ち合わせが、密にできる  

浅草PJの魅力 



②アイディアを実行に移し易い  

木工は、誰にでも取り組め、  
また技術を教えることにより  
交流が生まれ易い  

浅草PJの魅力 



③協力してくれる地元の人が熱い！  
浅草PJの魅力 



④浅草は楽しい！  

戦前までは日本一の盛り場、魅力あるまち  

浅草PJの魅力 



3　活動のまとめ 
2011 ■イベントから持続的なまちづくりへの転換 

・地域の資源を使ったとりくみを持続的な、日常的なものにしていく。 
 
・有料化を通して、よりクオリティの高いものを提供する。 
 
・事後検討や反省を行ない、検討→実施→反省→実施・・・ 
　のプロセスを、地域の中で実施していく。 

2012~ ■持続的なまちづくりへを、地域の中で 
・地域でまちづくりの方針を考える 
 
・その方針にもとづいたイベントを開催する 



Thank you for listening!! 



東 京 大 学 ＋ 日 本 大 学  

清 水 プ ロ ジ ェ ク ト  2 0 1 1 年 度 活 動 報 告  



1 清 水 港 の 第 一 印 象  



1  清 水 の 第 一 印 象  

海への距離が近い 新鮮な海の幸を味わえる 

豊富な歴史的資源 折戸湾貯木場跡 



2 - 1  
清 水 港 の 歴 史  



2  清 水 港 の 歴 史 と 歴 史 資 源  

2 

1 

3 

4 

5 

6 

清
水
港
の
歴
史
と
歴
史
的
資
源 

 
道 路 ・ 街 区 の 成 り 立 ち  

近代的な埠頭とし
て広幅員道路と大
きな街区が東西南
北に正確に配置 

最初の波止場と清
水町を結ぶ波止場
通り沿いにグリッ
ドの街並み 

巴川河口の川湊で、
川に沿った街並み 
波止場通り周辺 

工業用地とし
て広幅員街路
と大きな街区 



2  清 水 港 の 歴 史 と 歴 史 資 源  

2 

1 

3 

4 

5 

6 

清
水
港
の
歴
史
と
歴
史
的
資
源 

• 東海道宿場町の江尻に対して、巴川河口の
清水川湊は海上交通の要衝 

• 現日の出地区周辺は向島と呼ばれる寄洲
で人はほとんど住んでいない 

• 物流の要衝としてだけではなく、漁港と
しても繁栄した 

 
江 戸 ～ 明 治 の 清 水  

 江戸時代～明治時代 

• 廻船問屋ら有志で設立された「波止場会
社」が最初の波止場を造成 

• 他港では内務省直轄の港湾修築が進む中、
近代港としての生き残りのために自主的
な活動 

波止場(旧舟溜り)は修築の歴史を伝える
重要な場所 



2  清 水 港 の 歴 史 と 歴 史 資 源  

2 

1 

3 

4 

5 

6 

清
水
港
の
歴
史
と
歴
史
的
資
源 

• 修築が進む日の出埠頭（右） 
• 貨客船が直接接岸可能な岸壁の整備 
 

茶・缶詰などの輸出による急速な発展 
静岡などの後背地の産業活動 

貝島など三保地域の工業化 

 
戦 前 ～ 現 在 の 清 水  

 戦前・戦後～現在 

• 海外貿易再開請願→いち早く海外貿易に復帰 
• オートバイなどの輸出 

缶詰輸入(打検師活躍)など、かつてのノウ
ハウを活かした輸入→次第に輸入港へ 

• 60年代～コンテナ輸送→袖師・興津の整備 
• 自動車輸送が拡大、臨港鉄道廃止 

第二東名高速道路の開通と共に、興津地
域の機能強化急務 
港湾間の国際競争激化 



2 - 2  
歴 史 的 資 源 の 現 況  



2  清 水 港 の 歴 史 と 歴 史 資 源  

2 

1 

3 

4 

5 

6 

清
水
港
の
歴
史
と
歴
史
的
資
源 

 
日 の 出 地 区 と そ の 周 辺 の 歴 史 的 資 源  



2  清 水 港 の 歴 史 と 歴 史 資 源  

2 

1 

3 

4 

5 

6 

清
水
港
の
歴
史
と
歴
史
的
資
源 

• 戦災で焼け残った倉庫 
• ･･･1931~1939年竣工 
• 戦前は砂糖(台湾産)の保税倉

庫として使用されていた 

• 切妻倉庫群は、日の出埠頭造
成中から建設が開始される 

戦前の石造り港湾倉庫群が大規
模に現存している場所は非常に
貴重 

 
旧 鈴 与 倉 庫 群 ・ 清 水 港 線 跡  

 旧鈴与倉庫群 

• 清水港発展を支えた臨港線跡 
• 臨港鉄道跡のリニアな空間は低

利用が目立つ 
• 路地のような魅力がある 

 清水港線跡 
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• 工場用地として広幅員道路・大街
区で整備 

• 日の出地区の倉庫群と類似した様
式の倉庫が複数点在している 

  例）天野回漕店倉庫（No.14） 
 1942年建設（築地町最古の倉庫） 

 
築 地 町 地 区 ・ 旧 船 溜 り  

 築地町 

 旧船溜り・次郎長堤 

• 北側に埠頭の岸壁「次郎長堤」
が残っているが、保存状態は悪
い 

• 旧船溜り･･･「波止場」 
• 近代港としての清水港発祥の地 
• 港の中心が日の出に移って以降

はバーが立ちならぶ 
• かつての賑わいの中心 
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日の出埠頭・広幅員道路・大きな街区割・近代的倉庫群・上屋群・清水港線 
 

 土木遺産的価値 

舞鶴赤レンガ倉庫群 

 資源の活用・保全 

• 近代化遺産 

• 産業遺産 

• 近代化産業遺産 

  
 産業観光のアイデア 

• 工場見学 
• 加工体験 
• 直産物試食など 

• 近代港湾としての骨格 
• それに伴う施設群 
• 同時期の土木・建築遺産が群として存続＝産業遺産群と言える 



3  日 の 出 地 区 お よ び  
そ の 周 辺 の 現 況 と 課 題  
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3  日 の 出 地 区 の 現 況 と 課 題   
土 地 利 用 の 現 況 と 変 遷  

1973年 2011年 

• 倉庫の集約化、大規模化 
• 駐車場急増と大規模化 
• 公共施設増加 
• 住宅密度の低下、マンション増加 
• 波止場通り沿いの商業減少 

 1973年から2011年の変化 

倉庫 上屋 工場 事務所 住宅 商業地 公共施設 駐車場 空地 
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3  日 の 出 地 区 の 現 況 と 課 題   
土 地 ・ 建 物 所 有 の 概 況  

 公有地・民有地の色分け 

• 地権者の異なる土地が混在している 
• 土地所有者間の連携・日の出地区将来像の共有が重要 
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3  日 の 出 地 区 の 現 況 と 課 題   
土 地 所 有 者 ・ 建 物 利 用 者 の 意 向  

• 日の出地区の倉庫は賃料を安く設定でき、長期保管などに向い
ている 

• コンテナに対応できない種類の荷物を保管している 

• 東日本大震災の影響で、短期的には清水港の倉庫需要は大きい 

• 日の出地区の倉庫は老朽化しているが、新築の倉庫に建て替え
るほどではなく、小規模な改修にとどめて利用している 

倉庫以外の用途への土地利用転換も考えら
れるが、本業である物流業と清水港の港
勢拡大が大切。 
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3  日 の 出 地 区 の 現 況 と 課 題   
日 の 出 地 区 全 体 の 水 辺 の ア ク セ シ ビ リ テ ィ  
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3  日 の 出 地 区 の 現 況 と 課 題   
物 流 動 線 と 歩 行 者 動 線 の 交 錯  

• 港湾地区のため、道路幅員
は広く、歩道がない 

• 平日はトラック・フォーク
リフトが行き交う 

• マリンロードから日の出地
区に入る街路でも歩行者と
トラックが交錯する 

通常時 まちあるきツアー実施時 



３  日 の 出 地 区 の 現 況 と 課 題  

広 域 の 日 の 出 を 活 か す た め の 資 源 ・ 連 携 ・ 可 能 性  

産業 景観 体験 

旧跡 自然 歴史 

 次郎長生家  三保の松原  久能山東照宮 

 魚市場  日本平  石垣いちご 



4  既 往 計 画 の 整 理  
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4  既 往 計 画 の 整 理  

興津地域の埋め立て拡大 

コンテナ荷役の速度向上・効率化 
後背地の拡大によるコンテナ管理

力向上 

荷役機能の興津への部分移転 

上屋撤去と交流拠点機能整備 
客船ターミナルの機能強化 

 

 
港 湾 計 画  

 概要 
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4  既 往 計 画 の 整 理  

• 清水港興津地区を中心に物
流機能の強化 

• 清水駅東口広場と江尻埠頭
の関係強化 

• 港湾地区のレクリエーショ
ン機能強化 

• 清水駅〜日の出間の土地区
画整理事業による住宅供給 

• みなと色彩計画の推進 

• 日本平周辺の農業基盤整備
とレクリエーション機能強
化 

 
静 岡 市 マ ス タ ー プ ラ ン  

 概要 
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4  既 往 計 画 の 整 理   
日 の 出 地 区 再 開 発 地 区 計 画  

• 駐車場を北側に集約(建物化し
平面駐車場は作らない方針) 

• 自転車道の整備 
• マリンロード側の壁面線など

景観統一 
• 海際への人の誘導 
• マリンロード西側の街区・路

地との整合性配慮                                                                    

• 平面駐車場が多く造られて
しまっている 

• マリンロード西側の街区との
整合性がない 

 概要 

 現況・計画の問題点 



5  日 の 出 地 区 の 将 来 に  
関 す る 考 え 方  
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5  日 の 出 地 区 の 将 来 に 関 し て   
日 の 出 地 区 の 将 来 を 探 る シ ナ リ オ ①  

職住近接シナリオ 

• モビリティの確保 
  交通の便として路面電車を整備し、静岡市中心部までの円滑な通勤を実   
     現する 
• 多様なアクティビティ 
  臨海部にスポーツや散歩のための環境を整備する。また、マリンスポー 
  ツや、折戸湾クルーズ、フィッシングなどを満喫することの出来るまち 
 を目指す 
• ショッピングの拠点 
  大規模商業施設を配置し、清水地区以外からの来訪者も見込む 

 



運河沿いの大型商業施設 

5  日 の 出 地 区 の 将 来 に 関 し て  

事 例 1 ： オ ラ ン ダ ・ ア ム ス テ ル ダ ム  



5  日 の 出 地 区 の 将 来 に 関 し て  

事 例 2 ： ド イ ツ ・ ハ ン ブ ル グ  

豊かな親水空間 
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5  日 の 出 地 区 の 将 来 に 関 し て   
日 の 出 地 区 の 将 来 を 探 る シ ナ リ オ ②  

• 創作・発表の場の提供 
 現在、倉庫が立ち並ぶエリアを若手クリエイターや職人などの活動や   
 作品発表、販売の場としてリノベーションし、小型の店舗・アトリ 
 エ・工房などに転用する 
 
• 新しい文化の発信地 
 オーダーメイドや一点ものの雑貨販売の場や、芸術鑑賞、音楽鑑賞の 
 場を整備することで、新しい文化の創造や発信の中心地としてのまち 
 づくりを推進する 

 
 
 
 
 

 

芸術・文化シナリオ 



5  日 の 出 地 区 の 将 来 に 関 し て  

事 例 3 ： 台 湾 ・ 高 雄  

アーティストの活動拠点としてかつての港湾倉庫を活用 



市民参加のイベントやアーティストの創作活動を推進 

5  日 の 出 地 区 の 将 来 に 関 し て  

事 例 4 ： 神 奈 川 県 ・ 横 浜  
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5  日 の 出 地 区 の 将 来 に 関 し て   
日 の 出 地 区 の 将 来 を 探 る シ ナ リ オ ③  

• 体験型観光の実現 
 産業製品の加工過程の見学・体験や、水揚げ直後の海の幸を食す、  
 と言った体験型観光の取り組みを行なう 
 
• 歴史を紐解く施設 
 清水港の歴史や、清水の産業について知ることの出来る博物館などの 
 文化施設を配置する 

産業観光シナリオ 



5  日 の 出 地 区 の 将 来 に 関 し て  

事 例 5 ： 神 奈 川 県 ・ 川 崎 市  

工場見学ツアーの様子 



5  日 の 出 地 区 の 将 来 に 関 し て  

事 例 6 ： 神 奈 川 県 ・ 横 須 賀 市  

旧海軍の水道施設見学ツアーの様子 



5 

1 

2 

3 

4 

6 

日
の
出
地
区
の
将
来
に
関
し
て 

5  日 の 出 地 区 の 将 来 に 関 し て  

• 日の出地区における空間資源・歴史資源の保全・活用 
• 公共空間の確保 
• 海側への視界の確保 
• ドリームプラザ側から人を導く空間の連続性・統一性 

 

 
土 地 利 用 転 換 の た め の 考 え 方  

 行政および民間事業者・土地所有者が共有すべき目標 

物流機能の 
集約化 

親水空間の 
整備 

北側から 
南側へ 

｜想定される土地利用転換プロセス 



5  日 の 出 地 区 の 将 来 に 関 し て  
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5  日 の 出 地 区 の 将 来 に 関 し て  

 学生の作業場  パブリックビューイング  海辺でバーベキュー 

 夏フェス in 清水 

 海の見える図書館  趣味の隠れガレージ 

 清水港クルージング  遊歩道ライトアップ 

 臨時マーケット・物産展 

 
日 の 出 地 区 を 変 え る 小 さ な ア イ デ ア  
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5  日 の 出 地 区 の 将 来 に 関 し て   
日 の 出 地 区 の 将 来 イ メ ー ジ 案  

倉庫群のリノベーション 
空地を広い公園に 
港を身近に感じることのできる親水空間 
富士山への軸、旧波止場通り（現エスパルス通り）から港への軸を意識した空間 
 

・ウッドデッキやボード  
 ウォークの整備 
 
・倉庫群を商業施設に 
 
・広い空間を活かした開放的 
 な公園 
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5  日 の 出 地 区 の 将 来 に 関 し て   
港 湾 機 能 の 移 転 と 土 地 利 用 転 換 の ロ ー ド マ ッ プ  

短期の実験的な空地活用 

歩車分離など歩行者環境の改善 

地域の方を対象とした日の出地
区の周知イベントの開催 

短期 長期 

周辺市街地からのアクセス確保 

水辺空間の整備 

石造倉庫群など歴史・空間資源の転用の方針の決定・実施 

物流機能の維持・集約化、物流車両のアクセス確保 

海や富士山への視界の確保 

将来的な土地利用方針
の具体化 

周辺地域との連携・回遊性の向上 
日本平・三保など周辺地域へのゲートウェイとしての整備 

分散する歴史資源の保存と活用 



6  清 水 プ ロ ジ ェ ク ト  
チ ー ム の 取 り 組 み  
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6  清 水 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム の 取 り 組 み  

東京大学都市デザイン研究室 西村幸夫教授 
テーマ：みなとの歴史資源 
• 清水港の歴史 
• 近代化、第一次・二次修築工事の概要 
• 昭和初期における倉庫の急増 
• 戦災の状況 
• 清水港の歴史資産 
 
 
 
 
 

 
1 1 月 2 2 日  清 水 港 の ま ち づ く り 資 源 講 演 会  

 講演会の概要 

大正期 船溜 日の出地区南部 左：1946年 右：2007年 
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6  清 水 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム の 取 り 組 み  

• ウォーキングツアー 
• 水上ツアー 
• 清水港線跡遊歩道でのパネル展示 

 
1 1 月 2 3 日  社 会 実 験 の 実 施  

 社会実験の概要・目的 

• 参加者からは好評を得ることができた 
オープンな空間が思いの外気持よかった 
普段では見られない風景が見られた 
 川から見ると風景が違っていて清水ではないように感じた 

（ツアー参加者対象のアンケート自由回答欄より） 

• イベントの事前周知の徹底 
• 日の出地区の認知度の低さ 
• 調査の続行 
• 地域の団体（「しみず蔵倶楽部」等） 
 との協力体制の強化 

 これからの課題と期待されること 
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6  清 水 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム の 取 り 組 み  

• 歴史・資源調査の継続 
 今年度の活動で調査を行った清水港周辺の形成史や歴史的資源・空間  
 資源を整理し、その価値を定義付ける 

• 日の出地区周辺の広域的調査 
 今年度、詳細な調査を行っていない駅前・魚河岸周辺・折戸湾・三保 
 半島などを含めた広域的な視点から、日の出地区との関連性・連携の 
 可能性を考える 

• 関連主体へのヒアリング調査 

• 地域の方々との交流 
 ワークショップなどを開催し、具体的なまちの未来像について考える 
 きっかけをつくる 

• 歴史資源の活用イベントの開催 
 石造倉庫をはじめとした港湾地域に点在する歴史的資源を活用したイ 
 ベントの開催（例：折戸湾貯木場跡のライトアップ等） 

 

 来年度の方針 

 
来 年 度 の 活 動 方 針  



E N D  



神楽坂プロジェクト 

Kagurazaka 
Project	
  



神楽坂らしさとは？	


What’s “Kagurazaka Originality” ? 



•  東京都心部の商業地でありながら、かつての花街の歴史や	

•  文化を伝えるまち	

　 
　 路地、階段、フランス料理店・・・	


•  2011年住みたい町ランキング第11位   第15回 住んでみたい街アンケート（首都圏／関西圏）2011年/新築マンションポータルサイト MAJOR7	




神楽坂の歴史と文化の継承	




江戸	




明治	




現代	




神楽坂のまちづくりは、都心住商
混在地におけるまちづくりの先進

事例	




神楽坂のまちづくりを担う多様な主体 





新宿区の保全施策は神楽坂にと
って不十分であったが近年詳細
化、拡充が図られてきている	




～2008 
•  景観ガイドブック（新宿区発行）作成のための調査 
•  それをもとに2008年に地元の人へ発表。 
•  街歩きで地元の人を案内 



•  住環境／商業調査 
•  地元と協働によるまちづくりルールWS 
•  まちづくりキーワード第2集発行へ 

～2009 



•  住環境／商業調査 
•  地元と協働によるまちづくりルールWS 
•  まちづくりキーワード第2集発行へ 

～2009 



•  住環境／商業調査 
•  地元と協働によるまちづくりルールWS 
•  まちづくりキーワード第2集発行へ 

～2009 



１．登録文化財事業 
 
神楽坂の象徴となる建物の 
保存のための取り組み 
地元建築家との協働作業 

２．花街研究・発表 
 
花街建築の残存状況及び 
景観特性の調査、発表 
 

2010~2011 

東京大学大学院工学系研究科
都市工学専攻都市デザイン研究室
神楽坂プロジェクトチーム

神楽坂の断片
「らしさ」を紐解く 50のデータ

3．報告書の作成 
 
これまでの調査データを報告書として 
『神楽坂の断片「らしさ」を紐解く50の 
データ』として作成。今春発行。 
 



2011年度活動member  

Associate Prof. Kubota Aya 

Nakajima Shin (D3) 

Fu shulan(D3) 

Matsui Daisuke(D3) Kambara Kosuke(D1) 

Yoshida Kenichiro(M2) Nakamura Takafumi(M1) 



１．登録文化財事業 

平成８年にはじまったこの制度では、建築物と土木構造物、その他の
工作物のうち、原則として築後50年が経過し、かつ、次の各号のひと
つに当てはまるものが登録の対象となる。 
	


(1)国土の歴史的景観に寄与しているもの、	


(2) 造形の規範となっているもの、	


(3)再現することが容易でないもの 
	



登録文化財とは？ 



概略調査（9月～） 
 
神楽坂周辺の建物の外観を調査	


↓ 
文化財登録にふさわしいと思われ	


る建物の抽出	


↓ 
シート作成、建物の特徴を記入	


↓ 
地権者の方と話し合い、登録文化財	


申請に向け、実測調査	


１．登録文化財事業 



概略調査（9月～） 
 
神楽坂周辺の建物の外観を調査	


↓ 
文化財登録にふさわしいと思われ	


る建物の抽出	


↓ 
シート作成、建物の特徴を記入	


↓ 
地権者の方と話し合い、登録文化財	


申請に向け、実測調査	


１．登録文化財事業 

地域名 北山伏町(正雲社運送店駐車場横) 所在地 新宿区北山伏町２-２３

建物名称・屋号

居住者 甲斐野豊氏、甲斐野源平氏？ 所有者 甲斐野豊氏、甲斐野源平氏？
所有者の住所
用途
構造
規模
屋根形状
屋根葺き材

外壁材料

形式
建築年代
（その根拠）
各部意匠
備考

登録文化財制度を利用した歴史的景観保存事業◎調査票

甲斐野邸

擬洋風建築
大正

北山伏町２-２３
住宅
木造

表面はドイツ壁、モルタル塗り

新宿区協働事業

　2　階建て
切妻
主屋根がトタン。南側平屋部分は、燻し一文字瓦。

記入日：2011. 9. 5  　　　記入者名：仲村

調査チーム専用・部外秘

居住者の記憶　洋館に定番のシロの木がある。
スクラッチタイル、鉄製格子、木製建具
正面がスクラッチタイルで、腰壁３段を擬石風にしており、鉄製格子、木製建具も当
時のまま残っている。一部だけが当初のものと思われる銅板製でできている。矩形突
出部の玄関で、正面の妻壁がペディメントのように強調されており、洋館の定番のス
タイルを踏襲している。まわし引きの高御簾が軒桁レベルだけでなく、全ての庇にも
用いられている。 屋根もシンプルな切妻を乗せ、垂木を見せているのがユニークで
ある。



１．登録文化財事業 

鈴木家住宅主屋 

常盤家 

矢来能楽堂 

あゆみギャラリー 

宮城道雄記
念館 

2010年までに登録となった建築物 



常盤家 

矢来能楽堂 

和可菜 

宮城道雄記念館 

あゆみギャラリー 



実測風景 



実測風景 



１．登録文化財事業 

道  路

私
  道

通常望見できる範囲

通常望見できる外観について (S=1/200)

N
0 2 4 6m

写真

　熱海湯は、道路に面する建物南側の正面部分と石畳でできた私道に面する東側部分を望見する
することができる。西側全面と北側の建物背面は、隣接している建物との距離が非常に狭いため
望むことができない。従って、通常望見が可能な範囲は下図の太線で示した部分に限定されるも
のとする。
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１．登録文化財事業 

勉強会（9月～1月） 
 
・住民の方々に登録文化財とその	


制度について説明、ディスカッショ	


ン	


 
・花街の視点から見た神楽坂の景観特	


性を紹介。今後の神楽坂の在り方をワ	


ークショップを通して議論。	


 
 
・他都市における登録文化財を活かし	


たまちづくりの先進事例紹介	




２．花街研究 

• 神楽坂の花柳界に関係する文化的景観の調査 
 

• 戦前の建築、まちの景観を抽出 
　　…目視による判定＋ヒアリング 
 

　　→登録文化財概略調査の活用？ 
　　→戦後神楽坂花柳界の最盛期（昭和30年代 
　　　に神楽坂で育った世代） 
 

• その他文献、各都市の事例調査 



京都での発表 



舞妓さんと記念写真＠京都 



３．報告書の作成 

東京大学大学院工学系研究科
都市工学専攻都市デザイン研究室
神楽坂プロジェクトチーム

神楽坂の断片
「らしさ」を紐解く 50のデータ

１．神楽坂、まちの建物

3433
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木製格子戸を持つ建築物の例
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14　格子窓の材質と位置13　格子戸の材質と位置

　格子窓は神楽坂に限らず、全国各地で明治以前より
使われていた建具である。採光性と通風性に優れる一
方で、建築物外部から内部への視線を遮る機能がある
ため、路地の多い神楽坂に適していると考えられる。
繊細な格子や太く頑丈な格子など、一口で格子といっ
ても様々なデザインがある。この格子が織りなす陰影
は、路地の景観に大きな影響を与えている。戦後は木
製だけではなく、アルミ製のものも使われるように
なってきた。
　神楽坂 1～ 6丁目の範囲の格子窓の分布状況を見て
みよう。格子窓を持つ建築物は計 82 棟、確認するこ
とができた。素材別に見てみると、木製の格子窓を用
いている建築物が 40 棟で、アルミ製の格子窓を用い
ている建築物が 42棟だった。
　地域性を見てみると、木製の格子窓は路地に面する
建築物に多く使われている。ただし、どの地域で多く
使われているというような偏りはなく、個建住宅や商
店に広く普及していると言えよう。アルミ製の格子窓
についても同様であるが、神楽坂 1～ 5丁目よりも神
楽坂 6丁目のほうが密度が高かった。

　戸建て住宅や商店の玄関には引き戸がよく見られる。そして、
その多くが格子戸を用いている。格子戸は前庭などを垣間見せる
ことによってその奥にある空間の魅力を引き立てる役割を果たし
ていると考えられる。戦後、木からアルミへと、素材の変化も見
られる。
　神楽坂 1～ 6丁目の範囲では計 132 棟の建築物で格子戸を確
認できた。木製の格子戸を用いる建築物が 90棟、アルミ製の格
子戸を用いる建築物が 42棟だった。木製の格子戸を持つ建築物
の中には、門と玄関の 2カ所に格子戸を設けているところもある。
　地域ごとの特性を見ると、木製の格子戸は路地に面して使われ
る場合が多い。特に兵庫横丁やかくれんぼ横丁が木製の格子戸の
密集率が高い。一方で、同じ路地でも芸者新道には格子戸を使用
している建築物が一つも見られない。二項道路（※）の拡幅が影
響していると想像できる。また、より広い視点で見てみると木製
の格子戸は神楽坂 1～ 5丁目で、アルミ製の格子戸は神楽坂 6丁
目で多く見られる傾向にある。ただ、6丁目は新築の建物が多く
あるため、格子戸を持つ建築物の割合は相対的に低くなっている。

※建築基準法第 42条 2項において、「現状幅員 4m未満の建築物が建て並ぶ道

で特定行政庁が指定したものは、その中心線からの水平距離 2mの線を道路境

界線を見なし」、新たに建築物を建築する際にはこれに従わなければならないと

されている。

路地からの視線を遮る先人の知恵建物と街路の接点を演出する装置

木製格子窓を持つ建築物の例
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4．その他の活動 

まちづくりに熱心な方たちと、様々なイベントの手伝いを通じて
交流を深めることができる 



鹿児島プロジェクト　 2 0 1 1年度活動報告  



1 .  2 0 1 0 度の活動より  



参考
事例 秋寅の館（香川県丸亀市）
　2002 年に開設された丸亀市のまちの駅（地域内交流、地域間連携の役割
を担う公共空間）。もともと、鉄を取り扱う「秋山寅吉商店」が営業する歴
史的建造物であったが、移転と同時に閉鎖された。しかし、歴史的建造物の
保存と丸亀の情報発信基地や観光客の休憩所としての活用、および周辺の旧
市街地の再活性化を目的として丸亀 TMO 推進協議会により活用されること
となった。主にギャラリー、会議室、集会室、文化教室、そしてミニデイサー
ビスとして利用されている。

（参照：丸亀商工会議所ホームページ　秋寅の館）
子様るいてれわな行が示展品作観外の物建

　USK として再生された空き家や空き倉庫、空き部屋を、
回遊戦略や界隈の活性化の要請に応じて、様々な用途に応
用していくことが考えられる。

USK_R（レストラン） USK_P（映像展示）USK_B（バー）

　歴史的建造物を、ミーティング・ポイントを兼ねたカフェ
としてリノベーションする事例も多く見られる（写真は益
子市）

USK_R USK_PUSK_B

　市民同士、市民と観光客、観光客同士の出会い・交流を誘発する仕掛け
として、空き家・空き店舗・空き倉庫・空き部屋を活用したアーバンステー
ション・カゴシマ＠（まちの駅、以下 USK_@）を提案する。USK とは、地
域住民や来訪者等の様々なニーズを踏まえた交流機能を備えた施設である
と同時に、交流を通じてまちを活性化させる役割を担う、汎用性の高い公
共空間である。
　@ は、各ステーションが有する特徴的な機能やそれが位置する地区の名
称を示す。USK_G（ギャラリー）やUSK_P（映像展示）、USK_ 上町、といっ
たように、個性的なステーションをまちなかに点在させる。現在の空き店
舗や空き倉庫の潜在価値を見出す提案である。自転車ポートの位置と関連
させながら整備することで、USK は回遊の起点となるだけでなく、回遊行
為をつなぐ役割を担う。まさしく、まちなかの「駅」となるだろう。
　USKはまた、地域コミュニティや学校（大学）が積極的に関与することで、
市民やこどもたち、学生にとって創造的な空気に触れることのできる身近
な空間となることが望まれる。「そこにいけば何かが分かる、そこにいけば
誰かがいる、何かが楽しめる」スポットを散りばめていくことは、新たな
回遊行動を生み出す上で欠かせないアクションである。

提案
対象

提案
系統

参照
提案 03 04 05 08 30 31

提案
場所

中心部全域

写真は台北市

提 案

01
提

0アーバンステーション・カゴシマ＠

・ 2 0 1 0 年 度 は 、 天 文 館 を は じ め と し た中心市街地の  
　 現 状 を 分 析 し 、 回 遊 性 向 上 の た めの改善策として 6 5  
　 の 提 案 を 行 っ た  

No.3 

2 0 1 0 度 の 活 動  

回 遊 性 の 向 上  

気 づ か な か っ た  
ま ち の 「 顔 」 や 「 表 情 」 に ふ れ  
ま ち を 好 き に な っ て も ら う こ と  

2 0 1 0 年 度 報 告 書  

鹿児島の
潜在力



・回遊性の高いまちとは？  

No.4 

回 遊 性 向 上 の た め に  

まちなかに様々な「顔」がある  
• 魅 力 的 な ス ポ ッ ト が 多 様 に 存 在 す る  

まちなかに魅力的な「表情」がある  
• ス ポ ッ ト に 立 ち 寄 り た く な る 仕 掛 け が あ る  

「顔」や「表情」を眺める「場」がある  
• 休 憩 ス ポ ッ ト が 用 意 さ れて い る  

回遊の風景が多様である  
• 各 々 の 要 素 が ネ ッ ト ワ ー ク さ れて い る  



・鹿児島市の資源や特性とは？  

No.5 

回 遊 性 向 上 の た め に  

明快な都市構造  

歴史・文化的魅力の豊かさ  

市電やバスなどのモビリティの存在  

天文館一帯の賑わい  



・   昨 年 度 の 提 案 の 一 つ で あ る  
    U S K （ アーバ ンス テ ー シ ョ ン カ ゴ シマ）を  
    社 会 実 験 と して 実 施 す る  

・ 　 鹿 児 島 市 の 資 源 や 特 性 を 活 か し ながら  
　 　 回 遊 性 を 高 め る 効 果 を 検 証 す る  

No.6 

回遊性向上のために 



・USKの 機 能 と は ？  

No.7 

回遊性向上のために 

日 常 の ま ち の 魅 力 を 発 信 す る  

ま ち の 回 遊 行 動 の 起 点 に な る  

市 民 や 観 光 客 の 交 流 拠 点 と な る  



都 市 再 生 前 進 基 地  
都 市 内 の 未 利 用 空 間 を 地 域 コ ミ ュニティ 再 生 を 促 す 場 へ  
市 内 7 ヶ 所 に 展 開 、 各 々 の 用 途 は 周 辺 住 民 に 委 ねて い る  No.8 

台 北 URS（Urban Regeneration Station）の 事 例  

出典   http://oneoutboundticket.wordpress.com/ 
 http://www.urstaipei.net/index_e.php 



2 .  社会実験での取組  



No.10 

広 馬 場 通 り の 位 置  



広馬場通りに、カルチェ・ラタンのような  
街 並 み が 生 ま れ る 可 能 性 を 感 じ た ことが発端になった  

No.11 

社 会 実 験 の 対 象 と し た 「 広 馬 場 通 り 」  

裏 通 り の 面 白 さ を  
発 信 し た い  

そぞろ歩きを 
したくなるような 
昔ながらの界隈 

界 隈 に は  
個 性 的 な ま ち が  
連 な っ て い る  

カ ル チ ェ ・ ラ タ ン （ パ リ 市 ）  
元 は 学 生 街 と い う 意 味 だ が 、 文 化 的 ・
芸 術 的 な 活 動 が 集 ま る 場 と し て の 性 格
が 強 い 通 り で あ る 　 　 　 　  



No.12 マ イ ア ミ 通 り 付 近 か ら 朝 日 通 り 方 面 を 望 む  

広 馬 場 通 り の 現 況  



No.13 名 山 町 か ら み な と 大 通 り 方 面 を 望 む  

広 馬 場 通 り の 現 況  



明治時代は金融機関や老舗店が多く集まる、  
鹿 児 島 市 の メ イ ンス ト リ ー ト と して賑わっていた  

No.14 

広 馬 場 通 り の 特 徴  

鹿兒島市案内要部案内図　鹿兒島新誌社　明治40年発行 



名山町、みなと大通りをはじめとした界隈からは  
歴 史 の 重 層 性 を 感 じ 取 る こ と ができる  

No.15 

広 馬 場 通 り の 特 徴  

Google Earthより 

みなと大通り公園 名山町の街並み 現存する近代建築 



No.16 

広 馬 場 通 り の 特 性 ： 中 心 部 の フ リ ン ジ に あ る  



No.17 

広 馬 場 通 り 界 隈 の も う 一 つ の 特 性  

中 心 街  

中心街の天文館に対する  
フリンジ（周縁部）  
こ れ ま で 注 目 さ れて こ な か っ
た 地区だが、だからこそ、  
新 た な 取 組 の 受 け 皿 に な る な
どの 発展の余地が残されている  

フ リ ン ジ の 持 つ 特 長  

ü! 空間に余裕がある  
ü! 地価が低く賃料が安い  
ü! 交通利便性が高い       
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 な ど  

郊 外  

フ リ ン ジ  



No.18 

U S K の 狙 い  

往 時 の メ イ ンス ト リ ー ト で あ る  
広 馬 場 通 り の 界 隈 を  

「 通 り 」 と して 顕 在 化 す る  

天 文 館 地 区 か ら フ リ ン ジ へ  
動 線 を 引 き 込 む  

＋ 

電
車
通
り 

マイアミ
通り 

朝日通り 

USK@広馬場 

USK@名山町 

USK@マルヤ 

鹿児島銀行 
本店別館 個人プラザ 

鹿銀WELL 



No.19 

各 会 場 の 概 要  

区分 USK 連携拠点 

名称 USK＠マルヤ USK＠広馬場 USK@名山町 鹿児島銀行 
本店別館 

個人プラザ 
かぎんWELL 

会場 マルヤガーデンズ4F 井上ビル1F 三街区 
ギャラリー 

レトロフト 
千歳ビル2F 

鹿児島銀行 
本店別館2F 
旧頭取室 

中町中央ビル
1F 

普段の 
用途 

レンタル 
スペース 空き店舗 ギャラリー ギャラリー 企業の 

会議室 
企業の 

情報発信空間 

位置 
づけ 情報発信 回遊拠点 回遊拠点 回遊拠点 文化財の公開 情報発信 

会場
テーマ 

まちに出よう、 
まちを知ろう 

カゴシマの 
導火線 名山町を味わう 

広馬場通りは 
かつての 
ウォール街 

アーバン 
デザイン 
センター 
の紹介 

＋  
ト ー ク イベ ン ト ＆ ま ち 歩 き イベ ント開催  

1 1 / 5 （ 土 ） 1 6 : 0 0 ～ 1 8 : 0 0 　 鹿 児 島 市 役 所 み な と 大 通 り 別 館 1 F  



No.20 

U S K @ 広 馬 場 会 場 ： 井 上 ビ ル 1 F  



No.21 

U S K @ 名 山 町 会 場 ： レ ト ロ フ ト 千 歳 ビ ル 2 F  



No.22 

U S K 名 山 町 会 場 ： 三 街 区 ギ ャ ラ リ ー  



No.23 

連 携 拠 点 ： 鹿 児 島 銀 行 本 店 別 館  



No.24 

U S K @ マル ヤ 会 場 ： マル ヤ ガ ー デ ン ズ 4 F  



　鹿児島市　東京大学　鹿児島国際大学  

No.25 

社 会 実 験 関 係 者  

団体名 連携・協力内容 

㈱鹿児島銀行 本店別館、個人プラザかぎんWELLを展示場所として提供 
鹿児島大学建築学科 企画の作成、調整、運営、トークイベントでの協力 
かごしま探検の会 USK@名山町の企画、トークイベントでの協力 
マルヤガーデンズ イベントスペースの提供 
㈳鹿児島県建築士会 まち歩きパンフレットの提供 
いづろ商店街振興組合　 商店街でのポスター掲示での協力 
金生通り商店街振興組合 商店街でのポスター掲示での協力、資料の提供 

名山町通り会 USK@名山町の企画での協力 
WeLove天文館協議会 天文館内でのポスター掲示、リーフレット配布での協力 
鹿児島ブランドショップ サイン設置での協力 

（ 連 携 ・ 協 力 ）  



4月 
U S K 社 会 実 験 の 企 画  

企 画 意 図 ・ メ ンバー の 確 定  企
画 6月4日~6月8日 

第 一 回 現 地 調 査  

鹿 児 島 市 の 視 察 と 会 場 の 検 討  

8月18日~8月22日 
第 二 回 現 地 調 査 ／ ワ ー ク シ ョ ッ プ  

鹿 児 島 大 学 と の W S 、 資 料 収 集  
準
備 

9月30日~10月3日 
第 三 回 現 地 調 査 ／ ワ ー ク シ ョ ッ プ  

連 携 各 所 で の 打 ち 合 わ せ な ど  

10月 
展 示 物 の 作 成  

東 京 大 学 お よ び 鹿 児 島 大 学 に て 作 業  

10月30日~31日 
社 会 実 験 準 備  

各 会 場 の 設 営 作 業  
運

営

	


11月1日~11月6日 社 会 実 験 開 催  

11月7日 
社 会 実 験 終 了  

各 会 場 の 撤 収 作 業  

No.26 

準 備 ス ケ ジュ ール  



No.27 8 月 　 鹿 児 島 大 学 に て  

鹿 児 島 大 学 と の ワ ー ク シ ョ ップ  



No.28 U S K ＠ 広 馬 場 に て  

会 場 設 営 の 様 子  



ホ ーム ペ ー ジ  
　URL：http://ud.t.u-tokyo.ac.jp/project/ 
　　　　Kagoshima/HOME.html 

No.29 

広 報 活 動 （ W e b ）  

T w i t t e r  
　アカウント：@USK_KAGO） 



　 ポ ス タ ー （ 3 4 ヶ 所 ）  

No.30 

広 報 活 動 （ 製 作 物 ）  

ス テ ッ カ ー （ 2 9 ヶ 所 ）  

リ ーフ レ ッ ト （ 5 0 0 0 部 ）  

サ イ ン ス タ ン ド （ 4 ヶ 所 ）  

商 店 街 ア ー ケ ー ド な ど  

観 光 案 内 板 に 貼 付 け  

天 文 館 地 区 各 所  

電 車 通 り と 広 馬 場 通 り に 設 置  



ま ち に 出 よ う 、 ま ち を 知 ろ う  

マル ヤ ガ ー デ ン ズ の 集 客 力 を 活 か し な が ら 、  
3 カ 所 の 「 ガ ー デ ン 」 に て 広 馬 場 通 り や 名 山 町 、
U S K の 取 組 み な ど を 紹 介 す る  

テ ー マ  

戦 　 略  

U S K @ マル ヤ で の 取 組  



No.32 

名 山 町 連 続 立 面 パ ネ ル  



No.33 

ガ ラ ス マ ップ  



カ ゴ シ マ の 導 火 線  

空 き 店 舗 を 活 用 し 、 広 馬 場 通 り や 周 辺 街 路 な ど
の 「 通 り 」 を 顕 在 化 す る  

テ ー マ  

戦 　 略  

U S K @ 広 馬 場 で の 取 組  



No.35 

空 か ら 見 た カ ゴ シ マ の 「 ま ち 」 と 「 み ち 」  



No.36 

カ ゴ シ マ ・ アーバ ン ・ ヒ ス ト リ ー  



名 山 町 を 味 わ う  

既 存 の ギ ャ ラ リ ー で 名 山 町 の 魅 力 を 紹 介 し 、  
名 山 町 自 体 の 空 間 を 体 験 で き る 展 示 を 行 う  

テ ー マ  

戦 　 略  

U S K @ 名 山 町 で の 取 組  



No.38 

各 店 舗 の 逸 品 紹 介 （ レ ト ロ フ ト 千 歳 ビ ル 2 F ）  



No.39 

名 山 堀 の 系 譜 （ 三 街 区 ギ ャ ラ リ ー ）  



No.40 

路 地 パ ネ ル  



広馬場通り界隈の建築物の魅力を集約  
魅 力 的 な 建 築 物 が 有 効 利 用 さ れ る 契機となるよう期待  

No.41 

ま ち 歩 き マ ップ の 作 成 ・ 配 布  



国 登 録 有 形 文 化 財 　 鹿 児 島 銀 行 本 店 別 館  
個 人 プ ラ ザ か ぎん W E L L  

地 域 資 源 の 活 用  



・ 広 馬 場 通 り の 持 つ 金 融 街 と し て の 歴 史 を 際 立 た せ る  
・ 国 登 録 有 形 文 化 財 と し て の 建 築 的 価 値 を 再 認 識 す る  
・ 旧 頭 取 室 の 公 開 、 お よ び 広 馬 場 通 り に 関 す る 歴 史 を 展 示 す る  

No.43 

鹿 児 島 銀 行 本 店 別 館  



3 .  社会実験の効果  



No.45 

各 会 場 の 来 場 者 数  

76 98 
142 

63 
128 113 

57 
77 
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65 
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40 
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11/1（火） 11/2（水） 11/3（木祝） 11/4（金） 11/5（土） 11/6（日） 

USK@名山町 
（三街区ギャラリー） 
USK@名山町 
（レトロフト千歳ビル2F） 
USK@広馬場 

USK@マルヤ 

鹿児島銀行本店別館 

延 べ 来 場 者 数 総 計  
2 0 1 7 名  

お は ら 祭  
本 ま つ り  

お は ら 祭  
夜 ま つ り  



No.46 

実 施 し た 調 査 の 一 覧  

調 査 方 法  意 図  調 査 方 法  

来 場 者  
ア ン ケ ー ト  

来 場 者 の 属 性 と  
そ の 傾 向 を 調 査  

来 場 者 に 対 し  
口 頭 に よ る ア ン ケ ー ト  

ル ー ト 調 査  来 場 者 の 回 遊 行 動 の  
ル ー ト を 調 査  

来 場 者 の 回 遊 行 動 の 軌 跡
を 地 図 に 記 録  

モ ニ タ リ ン グ
調 査  

U S K の 有 無 に よ る  
回 遊 ル ー ト の 変 化 を 調 査  

特 定 対 象 者 に つ い て  
開 催 前 と 開 催 中 の ２ 回  
回 遊 行 動 の 軌 跡 を 記 録  

歩 行 者  
交 通 量 調 査  

U S K の 有 無 に よ る  
広 馬 場 通 り の  

断 面 交 通 量 の 変 化 を 測 定  

県 産 業 会 館 前 の 交 差 点  
で ビ デ オ 撮 影 を 行 い  
目 視 に よ り 計 測  



広 馬 場 通 り に お け る 断 面 交 通 量 の 変 化  
　 （ 測 定 は 1 1 : 0 0 ~ 1 6 : 0 0 )  

No.47 

広 馬 場 通 り の 回 遊 性 に 対 す る 効 果  

測 定  平 日  休 日  

通 常 時  3 1 7 ( 9 / 2 9 )  1 9 3 ( 1 0 / 1 )  

U S K 開 催 時  3 5 6 ( 1 1 / 4 )  2 6 3 ( 1 1 / 5 )  

増 加 率  1 2 . 3 %  3 6 . 3 %  

U S K 開 催 に よ っ て 広 馬 場 通 り の 交 通 量 は 増 加 して い る  



名山町内の回遊行動が  
顕 著 に 表 れて い る  

広 馬 場 通 り よ り 海 側 へ は  
回 遊 行 動 が 派 生 せ ず  

ル ー ト 調 査 の 結 果  
（ 1 1 / 1 ~ 6 の 重 ね 合 せ ）  

No.48 

広 馬 場 通 り の 回 遊 性 に 対 す る 効 果  



・広馬場通りの交通量増加の大きな要因として、鹿児
島銀行本店別館の集客力が挙げられる  

・ 名 山 町 界 隈 に お ける 回 遊 行 動 の 表れは、町内に多数
配置した路地パネルによる効果と考えられる  

・ 海 側 へ の 動 線 を 誘 導 す る た め に は 、海側にも企画や
展示を配置する必要があった  

No.49 

広 馬 場 通 り の 回 遊 性 に 対 す る 効 果  



ア ン ケ ー ト 調 査 よ り  

「 ど こ で U S K の 存 在 を 知 り ま し た か ？ 」 の 回 答 結 果  

No.50 

地 域 資 源 の 活 用 （ 施 設 ）  
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USK@名山町(回答数46) 
USK@広馬場(回答数33) 
USK@マルヤ(回答数53) 
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・ U S K @ マル ヤ で は 、 「 た ま た ま 立 ち寄った」来場者
が多かった  
•  中心部の集客力のある施設で U S K を 告 知 す る こ と
の 重 要 性 を 示 している  

•  マルヤガーデンズのような日常生活の延長にある
交流空間の可能性が見出された  

・ 鹿 児 島 銀 行 本 店 別 館 は 、 U S K の 企 画 を 知 ら な い 方 々
も 数 多 く 来 場した  
•  建築遺産を地域資源として顕在化する重要性が  
　 確 認 で き た  

No.51 

地 域 資 源 の 活 用 （ 施 設 ）  



まちに魅力を感じた人たちと様々な形で連携できた  
No.52 

地 域 資 源 の 活 用 （ ひ と ）  



市民のまちへの興味の受け皿としても機能した  
新 た に 多 くの 逸 話 や 史 料 が 来 場 者から入手できた  No.53 

語 り 合 う 場 と して の 重 要 性  



4 .  鹿児島市のまちづくりへの示唆  



・社会実験の鍵となった鹿児島市の地域資源  

No.55 

鹿 児 島 市 の 「 豊 か さ 」  

天 文館という中心街の存在  
• 賑 わ い の 象 徴 と して の 天 文 館  

ま ちなかに静かに残っている歴史的魅力のある空間  
• 石 に ま つ わ る 空 間 が 数 多 く 存 在  

ま ちの歴史に魅力を見いだしていた多くの人々  
• す で に 活 動 して い る 多 様 な 主 体 の 受 け 皿 の 必 要 性  

活 動に理解を示し、気軽な交流を生んだ多くの市民  
• 日 常 生 活 の な か で の ま ち へ の 関 心 の 高 さ  



各 フ ロ ア に 設 け ら れ た 「 ガ ー デ ン 」 は  
買 い 物 や 食 事 な ど の 日 常 生 活 の す ぐ そ ば に あ る  

No.56 

事 例 ： マル ヤ ガ ー デ ン ズ の 取 組  

空間としての居心地の良さ 日常生活と結びついた 
立地・企画戦略 

幅広い市民が入りやい 
雰囲気づくり 



No.57 

日 常 の 風 景 に 光 を 当 て、 ま ち を 語 り 合 う 場 を つ くる  

No.57 



日常の風景に光を当て、発信する  

まちについて語り合う場を提供する  

持続的なまちづくりのきっかけをつくる  

No.58 

こ れ か ら の ま ち づ く り に 必 要 な 取 組  

観 光 客 だ け で な く 市 民 に も  
実 際 に ま ち に 出 て 魅 力 を 体 感 してもらい、  

ま ち を も っ と 好 き に な って も ら うことができる  



ご清聴ありがとうございました。  
No.59 



佐 原 プ ロ ジ ェ ク ト  



佐原について 佐原PJとは 2011年度の活動 今後の活動 S A W A R A  P r o j e c t  

所在地：千葉県香取市 

- 東京駅からバスで2時間 

中世 

香取神宮を中心とする農村集落から商業都市へ 

江戸時代 

利根川舟運の中継地として繁栄。「北総の小江戸」
とも呼ばれる水郷のまちに 

近代 

歴史的町並みを中心とした観光地 

関東初の重伝建地区指定 

 概要 



佐原について 佐原PJとは 2011年度の活動 今後の活動 S A W A R A  P r o j e c t  S A W A R A  P r o j e c t  

歴 史 的 ま ち な み  



佐原について 佐原PJとは 2011年度の活動 今後の活動 S A W A R A  P r o j e c t  

 歴史的まちなみ 
1996年･･･「商家町」として重要伝統的建造物群保存地区に指定 
- 国指定史跡 1件 千葉県有形文化財 8件 
- 江戸時代（主に土蔵）から明治、大正、昭和まで幅広い年代の建造物が混在 
- 1892年に大火が起こったため、現存する建物の大半はそれ以後に建築 
- 商店、レストラン、カフェなどとして活用 



佐原について 佐原PJとは 2011年度の活動 今後の活動 S A W A R A  P r o j e c t  

祭 事 ・ イ ベ ン ト  

S A W A R A  P r o j e c t  



佐原について 佐原PJとは 2011年度の活動 今後の活動 S A W A R A  P r o j e c t  

 祭事 
佐原の大祭 （国指定重要無形民俗文化財） 
- 7月 八坂神社の祇園祭り（山車10台）10月 諏訪神社の秋祭り（山車14台） 
- 歴史上の人物の人形や大きな飾り物を飾り付けた山車が曳き回される 
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 イベント 
- 5月   水郷佐原あやめ祭り（水郷佐原水生植物園） 
- 8月   地元おかみさん会主催 盆ふぇすた 
- 11月 佐原の町並み建物特別公開（年に1度、重伝建地区・景観形成地区の建物
内部を一般に公開するもの） 
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佐 原 PJ の コ ン セ プ ト  

S A W A R A  P r o j e c t  



佐原について 佐原PJとは 2011年度の活動 今後の活動 S A W A R A  P r o j e c t  

 佐原PJのコンセプト「回遊性の向上」 

- 急速な観光地化 
- 重伝建地区への観光客の集中 
- 佐原駅前など重伝建地区周辺のに

ぎわいが失われつつある 

まち全体で来訪者を受け入れること
で、観光客の一極集中を緩和し市街
地を活性化させる 

まちの回遊性の向上 
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空間事典 
建物ひとつひとつの特徴
を解説したパネルを設置 
→まちを歩く楽しみ方を 
知ってもらう 

 2010年度 

サイン実験 
既存の回遊空間の末端
と思われる場所にサイ
ンを設置 
→重伝建地区からその
先へ人を導く 

灯りあそび 
あんどんを設置して散策
ルート「灯りの小路」を
つくる 
 

ACTION 1 ACTION 2 ACTION 3 
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2 0 1 1 年 度 の 活 動  

S A W A R A  P r o j e c t  
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 2011年度の活動 
東日本大震災の発生 
 - 重要伝統的建造物保存地区・周辺地域を対象の被害と商業・観光への影響に  
   ついて調査 
 - 地域住民へのヒアリングやアンケート調査 
 - 震災発生時の状況や物的被害の実態 
 - 歴史資料などの文献調査 
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 調査その1 重伝建地区 

小野川護岸の崩壊 

瓦の崩落 
建物のゆがみ 

土蔵の損傷 
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 調査その2 液状化現象 
現水郷町地区（香取市役所周辺） 
1900年代初頭･･･元々沼地だった場所を埋め立て、
利根川の川砂を用いて市街地として整備 
2011年･･･川砂の軟弱地盤の影響により、道路面
や住宅などへの甚大な液状化被害 
 

1909 2011 
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農地の液状化実態の目視調査 
      （6月22日実施） 
×・・・液状化した水田 
▲・・・一部液状化した水田 
 

 調査その2 液状化現象 
新島地区 
- 水道管の破裂、農地の液状化などの被害が見られた 
- 香取市全体の2011年度作付不能面積は約2,500ha 
- 作物に対する風評被害 
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 調査その3 佐原の大祭への影響 

ルートの変更 
- 安全が確保出来ない川   
  沿いは通らない 
-   自分の町内を多く通る 
- 移動範囲が狭くなった  
  分より多くの道を通る  

2010 2011 
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商店へのアンケート調査 

 調査その4 商店・観光業への影響 

地震当日（3.11）  3日後  3ヵ月後  

実施日   ：2011年7月2日・3日 
調査方法：アンケートの配布 
調査対象：佐原重伝建地区および周辺地区の商店主 
調査数   ：61件 
項目      ：①観光との関係性②震災の影響③今後の復旧・復興への方針と意識④自由記述 
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イ ベ ン ト 報 告  

S A W A R A  P r o j e c t  



佐原について 佐原PJとは 2011年度の活動 今後の活動 S A W A R A  P r o j e c t  

 盆ふぇすた「佐原の底力展」 
開催日：2011年8月 
-   空き店舗を展示空間として利用 
- 調査パネル・新聞記事のまとめ・模型・

大型航空写真などを展示 
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佐原について 佐原PJとは 2011年度の活動 今後の活動 S A W A R A  P r o j e c t  

 建物公開「佐原の原動力展」 

開催日：2011年12月 
- 景観形成地区内の空き店舗を利用 
- 8月以降の追加調査の結果を踏まえた展示 
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- 歴史まちづくり法（歴史的風致維持向上計画）
認定を見据えた歴史資源・空間資源の調査 

- 商店街の変遷・形成史 

- 井戸など新たな資源の発見 

- 回遊性向上の可能性 

 

メンバー： 

窪田先生、鈴木（D2）、安東、松本（M2） 

初回MTG：4月24日14:30- 

初回現地訪問（仮）：5月9日 

 

 2012年度の活動予定 



佐原について 佐原PJとは 2011年度の活動 今後の活動 S A W A R A  P r o j e c t  
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活動舞台： 	
  岐阜県高山市上宝町	
  
	
   	
  長倉集落	


特徴： 	
  農山村集落	
  

	
  集落内標高差…120M	


景色： 	
  きれい	
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長倉での活動１ 

集落歩き	
 ヒアリング	
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2-1水 
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2-2建物 



長倉マネジメント計画 1.はじめに　2.長倉の資源と課題　3.7つの方針　4.プロジェクト　5.おわりに 

母屋の意匠と伝統空間 

ザシキ 

マヤ 

ニワ 

玄関 

チョウダ 

ネドコ 

ネドコ 

ミセ 

オクデイ 

デイ 

エンガワ 
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2-3石垣 
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石垣の種類 



長倉マネジメント計画 1.はじめに　2.長倉の資源と課題　3.7つの方針　4.プロジェクト　5.おわりに 

2-4農地 
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長倉では高地を中心に比較的規模の大きな農園が広がり、 
集落内では斜面も利用した畑作、 
細越では全面の平地での稲作が中心。 
 
規模は様々ながら、家庭消費の野菜を始めとして、 
４０品目を超える種類の作物の作付け。 
	
  
	
  
	
  
	


細越 
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2-5眺望 
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長倉の課題（全体像） 
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マイクロ水力発電 
水の力と高低差を活かす 1斜面とともに暮らす 
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「マイクロ水力発電」 

・流量とともにある程度の落差が必要 

・水が流れ落ちる力を利用 

・「水力発電」より小規模 

・身近な用途の電力を発電 

■マイクロ水力発電の特徴 

・発電量＝流量×落差 

■世間でのマイクロ水力発電の難点 

・生み出した電力を使用する場所が離
れていると送電設備の設置に費用がか
かる 
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発電機　設置想定箇所 

A．洞組から水が流　　　　 
　　れる場所 

B．大平を流れる農　　　 
　   業用水路 

C．用水路と桜谷の 
　   合流地点 

D．桜谷下流地点　　 
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水量の少ない場所での発電 

水量の多い場所での発電 

生み出した電力の活用 

外灯のような小さい規模の
用途に向けて実施する 
（農業用水路、桜谷の上流
地点など） 

農作物の加工所など、比較
的大きい規模の用途にて実
施する 
（桜谷の下流地点、水路の
合流地点など） 

■水量の少ない場所での発電	


■水量の多い場所での発電	
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長倉での活動２ 

ワークショップ	
 計画内容の議論・発表	
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魅力ある地域を育むための7つの方針 

1 斜面とともに暮らす 
 
2 安心、安全に長倉で暮らしていく 
 
3 生業を高める 
 
4 交わる場を創っていく 
 
5 長倉なかまを増やす 
 
6 文化を育む 
 
7 自然力を活かす 
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方針3. 生業を高める　 
集落内で働ける環境を創る 

写真	


長倉地区内で営める生業を育む 
　長倉集落では生業として農業が営まれて
きたが、様々な事情により、生業として
成立しなくなっている。そのため、集落
の若い人は働く場所を求めて外に出るよ
うになってしまう。 
 
　そのため、集落内で営める生業を高め
ていかなければならない。農業の課題を
克服し生業として成立するように高めるこ
とと同時に、農業以外の新たな生業を増
やしていくことで、長倉集落内で働くこと
のできる環境を創っていく。 

 
■商品開発 
■農業インターン 
■モンキードッグ 
 
 
 
 
 

取り組み 
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小方針１．生業としての農を高める 

集落内の未利用地 

直売所の販売風景 

獣害により農業の収益や作付け作物の種類に
影響する。 

農業の課題 
■獣害 

■農業の効率化の難 
地形的制約によるところが大きい。 

農業の長所 
■ブランド力のある「山椒」 

■多彩な作付け状況 

品質も良く、評判が高い。 

直売所で農作物を販売する際、新鮮かつ、
様々な農作物の提供は強みになる。 

生業としての農を高める、というのは、職業として成立する 
状態を目指すということ。 
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小方針２．生業となる新産業を創る 

利用客からの評判も良い。 
高原街道を通る観光客も利用 

長倉の魅力
（豊かな自然・風景）

農業の担い手の
必要性

長倉なかまの
受け入れ

長倉に興味を
持つ人の出現

空家・空地の
活用

人
を
も
て
な
す
産
業

農業以外の産業の可能性 

集落内の豊かな資源 
高原川や街道の観光力 

農業の発展の可能性 

販売する野菜に付加価値をつけるなどの工夫 

既存の空家、使われなくなった板倉を活用 

■直売所を活かした「第２の販売」 

■豊富な資源の活用 
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方針3. 生業を高める　 
集落内で働ける環境を創る 

小方針１． 
生業としての「農」を高める 

小方針２． 
生業となる新産業を創る 

■商品開発�

■農業インターン�

取り組み�

■モンキードッグ�
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取り組み全体のシナリオ 





Urban DesignerUrban Designer

associate prof.Associate prof. 
yokohama NUYokohama NU
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長倉マネジメント計画 

ご清聴ありがとうございました 



五箇山プロジェクト　2011年度活動報告 



五箇山地域　相倉集落・菅沼集落	


地域の価値を継承しながら、暮らしの在り方を探るため、	
  
2012年６月に世界遺産マスタープランを策定予定	
  



相倉伝統的建造物群保存地区における 
構成要素の位置づけ 

相倉の地域資源 

●伝統的建造物（建築物） 
• 合掌造り家屋：２０棟 
• 合掌造りを改造した家屋：５棟 
• 非合掌造りの木造家屋：７棟 
• 附属建物：便所８棟、板倉７棟、 
　　　　土蔵１２棟、その他３棟 

●伝統的建造物（工作物） 
• 地主神社社標、石橋、石鳥居、
石狛犬、石灯籠 

●環境物件 
• 旧火葬場、地主神社の社叢、 
　旧主要道（城端往来）、石垣、 
　水路、雪持林、夫婦ケヤキなど 

地主神社	


相念寺	


道場	


雪持林	


社叢	


旧火葬場	


旧城端往来	




菅沼伝統的建造物群保存地区における
構成要素の位置づけ 

菅沼の地域資源 

●伝統的建造物（建築物） 
• 合掌造り家屋：９棟 
• 非合掌造りの木造家屋：３棟 
• 附属建物：板倉１０棟、土蔵３棟、 
　　　　　水車小屋１棟 

●伝統的建造物（工作物） 
• 神明社石鳥居、石狛犬 

●環境物件 
• 神明社の社叢、湧水池（清水岩含む） 

社叢	

神明社	


清水岩（湧水池）	




集落を潤す豊かな水 
菅沼の地域資源 

●資源としての価値 

●受け継ぐ上での課題 

・美しい水田を支える水路群 
・水が引き立てる合掌家屋の表情 
・池と水路が育む豊かな親水空間 
・集落に響く水路のせせらぎ 

・清水岩周辺の再生・活用 

���������



新旧の農地のコントラスト 
菅沼の地域資源 

●集落の内側の細かな農地 
かつて沼地であった集落の内側には、不整形
の田畑が入り交じり、合掌造り家屋とともに
素朴な景観を生み出している。 
●集落外側の広い水田 
庄川に面した集落北西の水田は、耕地整理が
なされて整然としており、山々を控えた合掌
家屋とともに雄大な景観を形作っている。 
●農地の維持の難しさ 
観光客の多い時間帯には農作業を控えるなど
の配慮をされている 

�������

!



暮らしの知恵を伝える樹木 
菅沼の地域資源 

●資源としての価値 

●受け継ぐための課題 

・集落を包み込むように防護する 
　雪持林と防風林 
・火事から財産（倉）を守る樹林（社叢） 
・山の暮らしの記憶：クルミ・トチノキ・クワ 

・樹木・山林の手入れ・維持管理 
（集落内／五箇山全体） 
・樹木の意味を伝える工夫 
（地域での共有／来訪者への伝達） 

北側の水田から望む防風林と雪持林	
 養蚕の記憶を受け継ぐ桑の木	


- 樹木と植生 - 



コンパクトな中にも豊かな回遊体験 
菅沼の地域資源 

●集落内外からの多様な眺望 
・国道沿いの高台 
・集落内の道路 
・集落外側の農道など、多様な視点場。 
●滞在時間の短さ 
・大半は集落内側をコンパクトに回遊 
・食事客以外は短時間の滞在に 
●合掌の里との隣接関係 
・滞在・体験型観光との連携が可能 
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合掌造りを支える茅場 
菅沼の地域資源 

●資源としての価値 

●受け継ぐための課題 

・「要」の伝統素材を地元で産出 
・無駄のない循環利用：古茅は肥料に 
・茅場を含む史跡の価値 

・茅場の確保、自給率の向上 
・茅場の維持管理を集落内外で 
　いかに支えていくか 

地域の茅場で採れるカリヤス	
 急傾斜地の茅場（菅沼）	


下草刈りの様子	


- 茅場 - 



斜面地に折り重なる石垣と水路 
相倉の地域資源 

●資源としての価値 

●受け継ぐ上での課題 

・水路：貴重な水を斜面地に分配する工夫 
・石垣群：棚田を支える農業の基盤 
・美しい農業景観：合掌造りとの調和 
・池の多面的役割：消雪・防火・生活用水、 
　　　　　　　　潤いの空間としても機能。 

・石垣の維持管理：景観資源として再確認 
・コンクリートのU字溝 
→ホタル等の生き物が棲める近自然型水路に 

斜面地に折り重なる石垣と水路 

工夫

・池の多面的役割：消雪・防火・生活用水、
　　　　　　　　潤いの空間としても機能。

・石垣の維持管理：景観資源として再確認

ホタル等の生き物が棲める近自然型水路に

 &
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暮らしの知恵を伝える樹木 
相倉の地域資源 

●資源としての価値 

●受け継ぐための課題 

・景観を細やかに特徴づける 
　杉木立ち（防風林） 
・集落を背後から支える森（雪持林） 
・食文化の源：クルミ・トチノキ 
・土地の成り立ちを伝える岩 

・樹木・山林の手入れ・維持管理 
（集落内／五箇山全体） 
・樹木の意味を伝える工夫 
（地域での共有／来訪者への伝達） 

土地の成り立ちを伝える岩	
景観を特徴づける杉木立	


- 樹木と植生・岩 - 



傾斜地に細やかに配された農地 
相倉の地域資源 

●資源としての価値 

●受け継ぐための課題 

・傾斜地を開墾した先人の遺産 
・合掌造りを引き立てる農地 
・山村集落の「生活感」を映し出す田畑 
・来訪者の心をとらえる農の風景 

・担い手の確保 
・耕作放棄地の低減 
　※棚田オーナーの展開のあり方 

来訪者が最初に目にする棚田	


畑の作物に目を向ける観光客	


- 農地 - 



通り往復型の観光行動 
相倉の地域資源 

●山々を背景とした回遊資源 
集落の全景を収める眺望点、人形山へ
の眺め、旧街道沿いの夫婦ケヤキなど、
傾斜地で山寄りの立地条件ならではの
回遊資源が周囲に散在。 
●直線型の観光動線と滞在時間 
一方で観光客の多くは、まつやさんの
手前、もしくは民俗館の手前まで来て
引き返している。短時間（30分~１時
間）の滞在が目立つ。 
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空家／荒地の現状 
相倉の地域資源 

●周辺部に増える荒れ地 
　斜面地・棚田エリア 
●空家の増加（旧街道沿い／奥） 
　自動車道路から一つ奥の空間 
●国民休養地エリアの将来計画 

　　　　　　↓ 

将来に向けた、 
・生活空間の改善計画 
・観光ルート計画 
等に対する基礎調査として、 
集落空間構造について調査しています。 



集落の変遷調査１ 
（本家と分家） 

相倉の地域資源 

●表／裏の境は、本家群の中心 
●中心から外へ分家、集落の拡大 
●集落外転出家屋への分家化 
●分家の増加と減少 



相倉の地域資源 

●城端街道→自動車道路、軸の変化 
●城端街道沿いに多く見られる空家 

図　昭和初（1926）年　（42戸）　	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 　　　図　現在（2011年）（19戸）	
 

集落の変遷調査２ 
（自動車道路新設前後） 



相倉の地域資源 
●仏教（檀家）による空間構成 
●檀家の違いを超えた集落一体の神事 
●獅子舞空間と住居間取りの関係 

集落の変遷調査３ 
（宗教から見た集落構造） 



相倉の地域資源 

●集落への２つの水路と集落構造 
●山・道と集落の関係性 

集落の変遷調査４ 
（山・道・水路と集落の構造） 

集落	


左図　相倉村山林等別紙字限全図（明治11年）相倉区長保管資料	
 

上図　土地の利用（出典：平村史上巻）	
 	
 	
 	
 



相倉の地域資源 

集落の変遷調査５ 
（生業の変化／共同体の変化と集落） 

A. B. C. D.

制度化された人間関係 希薄な人間関係 個人労働に対する金銭的価値

コーリャク（合力）＊1

共同労働の名称 ヤヤク（公役、賦役）＊ テツダイ＊2 ユイ（結）＊4 賃労働

ソーサク(惣作）＊3

仕事の種類 共同的 個別的

労働の主体 村人 親類、近隣、大家 個人

労働の内容

＊2．賃金あり・なし　両方含む

＊3．大家、物持ちが若人招集し酒食/賃金で労働

出典：地域調査(昭和３０年）p179第14表を元に、筆者加筆

血縁的・地縁的・階層的人間関
係の濃密さ

労働が行われる人間関
係の種類

＊いわゆる村仕事（道普請、祭り、
葬式、念仏道場の修理など）

＊1．無賃金、自発的手伝い（火災後始末、
葬式、社寺普請、屋根葺き、木流し、楮はぎ

＊4．労働の交換、原則労働以外
の反対給付なし、一般的には親
類、近隣同士の労力交換、ユイは
決して奉仕的な労力交換でなく、
極めて功利的ないわば契約



ルンビニプロジェクト 

Lumbini  Project	
  
	
  



What’s Lumbini? 







Nepal 南部 
 
Indiaと接するタライ平原 
 
 



Nepal 南部 
 
Indiaと接するタライ平原 
 
 
仏陀の生誕地である。 
 
仏教４大聖地の一つ。 
 
1:生誕の地ルンビニ Lumbini 
 
2:悟りの地ブッダガ Bodhgaya 
 
3:最初に説法したサールナート
Sarnath 
 
4:入滅の地クシナガラ 
Kushinagar 
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Kenzo Tange 



Image by Google Earth 
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周辺調査 
Research of surrouding sites 
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動線計画 
Flow design Planning 

 
 
 
 
 



l Exis%ng	
  Traffic	
  Flow	


•  With the North Gate (Lumbini Center) and the Central Link as main Gateway not yet completed, 
visitors are currently using the East Gate, which is located 0.5 mile (800m) east of Sacred Garden, 
as main access.	



•  In the other hand, however, assuming that the main access shits to the North Gate in the near 
future, it will still be difficult for visitors to walk all the way along the Central Link to the Sacred 
Garden, which is 1 mile longer (1.5 mile )than that from the East Gate, especially under the severe 
climate in the summer.	



•  Besides, growing number of pilgrims and tourists is also an important subject to deal with. 	



1.5	
  mile	


0.5	
  m
ile
	




0

Gate

Gate

Temple

Bld.(2F)

Bld.(2F)

Stall

Temple

Sunshade

Sunshade

Bridge

Police Station

Residence
Mahindra Pillar

5. Telecommunication Tower

Valve Chamber

Valve Chamber Valve Chamber

Valve Chamber

Valve Chamber Valve Chamber

Valve Chamber

 

Access Management:
Transfer the Traffic Flow of Tourists/Pilgrims 
from East Garden Gate to North Garden Gate.
"%*&)( #'$(!
1. Set a New Ticket Booth/Information beside the 
North Garden Gate.

2. Set a New Temporary Ticket Booth beside the 
East Garden Gate.

3. Remove existing Ticket Booth and Information 
Center in the World Heritage Site.

＊As a transitional period, Tourists and Pilgrims’ 
Access from both North & East Garden Gate will be 
allowed during until Phase II.

Landscape Management:

・Existing Structures & Facilities: Eliminate 
immediate threat to the site to preserve the 
visual and spiritual essence of the SG.
"%*&)( #'$(!
4. Remove all the existing boundary walls inside 
the SG.

5. Relocate exsiting Telecommunication Tower in 
the East Garden Gate.

・Greening:Create sense of isolation from 
surrounding environment.
"%*&)( #'$(!
6. Plant new trees along the South-East Periphery 
Road of SG to form a Green Wall in order to 
separate the existing access road for the local 
residents from the SG.

High School

North Garden Gate

End of Phase I (~2013)

South-East Periphery Road

100 300 400m

N

1. New Ticket/Information

4. Existing Boundary Wall

6. Green W
all

2. New Temporary Ticket Booth

Public Toilet 

Water Gate

Ashoka Pillar

Legend

Existing Building/Facility to be removed

Existing Boundary walls to be removed

Gate

Road

Access Road for Local Residents

Traffic Flow

Principle & Implementation

Integrated Management Plan for the Sacred Garden

Maya Devi Temple

Water Tower

3. Existing Ticket/Infomation

Residence



施設計画   
Facility Planning 
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交通計画 
Transport Planning 
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Tourists Arrival in Lumbini 

Tourist Arrival in Lumbini (Nepal & India not included)	
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Technical Assistance Consultant’s Report , Asian Development Bank 

���
-Expectation of the number of the future visitors 2008~2028- 
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E-S方向は、地元民とみなす。	


バイク、チャリはほぼ地元民だろう。	


	


Nは観光客と地元ごっちゃ。	


-10％にする。	


	


Motorcycle in/out	


Rickshaw in/out	


Bicycle    in/out	


Tourist   in/out	


Resident in/out	


Car in/out 

Understanding the traffic flow to/from SG based on the number of people 
going in/out  from East Gate and  North Gat 
Survey　Condition 
29/DEC/2011   8:00-17:00	


Place: East Gate,  North Gate(Bridge near the Lumbini Center)	


Record the number of people going in/out to SG per a hour.	


	


	



Understanding the traffic flow to/from SG based on the number of people 
going in/out  from East Gate and  North Gat

Survey Condition

29/DEC/2011   8:00-17:00
Place: East Gate,  North Gate(Bridge near the Lumbini Center)
Record the number of people going in/out to SG per a hour.

���
-Survey Overview- 
 



Compared to Walking Tourists Flow  -The Result of Survey- 
 

29/DEC/2011   8:00-17:00	



Go In (1880 persons) Go Out(2130 persons) 

East In 1186
63%

North In 467
25%

MZ In 227
12%

East Out 1295
61%

North Out 608
28%

MZ Out 227
11%

MZ In/Out: Numbers of pilgrims stayed in Temples(29th-30th)	


Myanmar golden Temple:58   Korean Temple:69  Royal Thai Monastery:30  International Gantami Nuns’ Temple:70   

In the future, we expect that about 90% visitors come from North Gate.	


1300 × 90 (%) = 1170  ≒　1200 (persons/h) 	





i � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 
 � � � � � � � � � � � � � 
 � � � � � � � � � � � � i�

Existing Transportation 

Proposed by Tange’s Master Plan 

Boat Bus Electric Cart Bus Electric CartBoat

Using Transportation in Tourist	


Spot or  Amusement Park 



Important visual axis���
重要な眺望 



� � � � �

28 



仏教遺跡群の調査 
Research of buddhist sites 

 
 
 
 
 



!e region of Lumbini and its Buddhist sites

Gotihawa Kudan
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200m

Legend

Core Zone

Fence

Roadside Control Zone
Residential Area
Bu!er Zone

Monument Zone

Prohibited Developing Zone

Core Zone
The area of Core Zone is  200m from 
the Monument Zone.
Since this area is also important in 
archaeologically and landscape, 
Construting and commercial activities
is prohibited in this area.

Buffer Zone
The area of Buffer Zone is 2000m from
the Monument Zone.
This zone can  cover major villages near 
Tilaurakot to control the land use.
Basically, the development is permitted. 
But the height is limited to the second floor.

Prohibited Developing Zone
To protect the surrounding environment 
and  landscape, land use is regulated 
along roads, rivers and canals. 
Inside this zone is essentially limited to 
agricultural use.
(Especially in the south and west)
Inside this zone, car traffic is prohibited.
Inside this zone, reconstruction of housing 
is only admited. But the building is within 
second floor limit.

Bu!er Zone

Prohibited 
Developing 

Zone

Core Zone
2000m

0 100 200 400 600 1000 m

N

Proposal of land use control



丹下健三先生の意志を継いで 
Succeeding the will of kenzo tange 

 
 
 
 
 



その国の在り方、世界遺産の在り方を考える 
 

今年度は、１名募集。 
Any question 

M2仲村(don-nakamu@ud.t.u-tokyo.ac.jp) 
 
 
 
 
 



Pr i va te l y  owned  Pub l i c  Spaces  {POPS}
Places, People, Pol icies, Processes, Projects, Perspectives

Urban Design Laboratory｜Project Intoduction｜April 13 2012

Group D:Planning & Design
The University of Tokyo Global Center of Excellence 

for Sustainable Urban Regeneration



01. What are POPS, why and how are the produced?

What was the idea? Are the origins all the same?
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How are POPS produced and who decides what?

01. What are POPS, why and how are the produced?



168 academic papers on ‘公開空地’ {POPS} since 1982
118 academic papers on ‘総合設計制度’ {Comprehensive Design} since 1973
                                                         ... etc.

02. Why are POPS significant? Why this research? Much research, little continuity



more than 694 places, equaling 11.5    x    hibiya park (16ha) (2008)

02. Why are POPS significant? Why this research?
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02. Why are POPS significant? Why this research?



matsushita et al 2003

02. Why are POPS significant? Why this research?
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02. Why are POPS significant? Why this research?



02. Why are POPS significant? Why this research?

Who should decide how we use public space?



Mori Memorial Foundation: Making Tokyo’s Squares more enjoyable -Rating the Appeal of 108 Privately Owned Public Spaces in Tokyo, 2011

Kayden J., The Municipal Art Society of New York, The New York City Department of City Planning: POPS - The New York Experience, 2000

Mori Memorial Foundation: Making Tokyo’s Squares more enjoyable -Rating the Appeal of 108 Privately Owned Public Spaces

02. Why are POPS significant? Why this research?

Need to take Stock: What is produced where? By whom? How? With what Effect?



Mori Memorial Foundation: Making Tokyo’s Squares more enjoyable -Rating the Appeal of 108 Privately Owned Public Spaces in Tokyo, 2011

Kayden J., The Municipal Art Society of New York, The New York City Department of City Planning: POPS - The New York Experience, 2000

02. Why are POPS significant? Why this research?

Making Tokyo’s Squares more enjoyable -Rating the Appeal of 108 Privately Owned Public SpacesMori Memorial Foundation: Making Tokyo’s Squares more enjoyable -Rating the Appeal of 108 Privately Owned Public Spaces

Public(ly usable) Space should be in public stewardship



The Bigger Picture: Are POPS a  good Deal? Can the System be improved?

03. The Research Setup



3 Layered approach: Tokyo ｜Japan｜Global Level 

03. The Research Setup



04. Research: The Tokyo POPS Survey

First we need to know what has been produced where and in which Quality!

169 comprehensive design system (総合設計制度)
13 specified blocks (特定街区)

8 redevelopment district plans (再開発促進区)
9 areas of high density (高度利用地区)

8 ward administered SSS (区の総合設計制度)
+ 24 suspects (不明)

132 KM walked



Does it matter who produces POPS?

04. Research: The Tokyo POPS Survey



‘small’-scale larg-scale housing developments

04. Research: The Tokyo POPS Survey



New Condominiums

04. Research: The Tokyo POPS Survey



Banks and Securities

04. Research: The Tokyo POPS Survey



Retail

04. Research: The Tokyo POPS Survey



Tokyo’s Corporate Commons as Spatial Signifiers of Social Change   |   APSA 2011   |   Christian DIMMER PhD   |   2011/09/20Tokyo’s Corporate Commons as Spatial Signifiers of Social Change   |   APSA 2011   |   Christian DIMMER PhD   |   2011/09/20

Spaces for Corporate Branding

04. Research: The Tokyo POPS Survey



Headquarters

04. Research: The Tokyo POPS Survey



Headquarters

04. Research: The Tokyo POPS Survey



Public Land/ Buildings

04. Research: The Tokyo POPS Survey
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05. Research: The International Perspective

a growing research network
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05. Research: The International Perspective

a growing research network

Dr. Juliane PEGELS
RWTH Aachen

Dr.-Eng. Marieluise JONAS, Dr. Beau BEZA
Environment & Planning, Urban Design, RMIT

Prof.-Dr. Elke SCHLACK
Universidad Andres Bello, Santiago

Takefumi KUROSE +
Dr. Christian DIMMER
Tokyo University



February 24th-27th POPS Workshop, February 28th: International POPS Seminar

05. Research: The International Perspective
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Hiroshi TSUCHIDA
Tokyo Denki University

Atsushi DEGUCHI
The University of Tokyo

Masami KOBAYASHI
Meiji University

Toshihiro HORI
Tokyo Denki University

Ayane MAEKAWA
The University of Tokyo

Yasuhiro TANABE
Tokyo Metropolitan Gov.

Yuki KATSURA
City of Yokohama

Jan LINDENBERG
IIDJ
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University of Washington

Yen-Shing HSU
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National Taiwan University
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SESSION III



Tokyo
February 24-8

Kawasaki
February 20

Yokohama
February 20

Kyoto
February 21Osaka

February 23

Fukuoka
February 22

[PoPSjapan.net] 
International Study Group for POPS

06. Research: The National Perspective

[external advisers to the project]
Prof. Kyoko MATSUOKA, Denki Daigaku
Prof. Hiroshi TSUCHIDA, Denki Daigaku
Prof. Isami KINOSHITA, Chiba Daigaku
Prof. Masami KOBAYASHI, Meiji Daigaku
Mr. Jan LINDENBERG, IIDJ



February 20th: Kawasaki

06. Research: The National Perspective



February 20th: Yokohama

06. Research: The National Perspective



February 21th: Kyoto

06. Research: The National Perspective



February 22nd: Fukuoka

06. Research: The National Perspective



February 23rd: Osaka

06. Research: The National Perspective



07. Towards Application: The Tokyo POPS Map

Building a Collaborative Platform,  Building Awareness

- (semi) open-source 
collaborative 
environment

- easily replicable for other 
cities

- easily accessible for the 
general public (users)

- easily find POPS for open 
space activities

- feedback system to 
collect information about 
management condition, 
usability 

- usable for municipal 
governments as 
management tool



Easy to do, low-cost, ubiquituous spatial analysis

07. Towards Application: The Tokyo POPS Map



Easy to do, low-cost, ubiquituous spatial analysis

07. Towards Application: The Tokyo POPS Map



POPS information index card, spatial analysis, panorama thumbnail

07. Towards Application: The Tokyo POPS Map



POPS information index card, spatial analysis, panorama thumbnail

07. Towards Application: The Tokyo POPS Map



Keeping an eye on POPS

07. Towards Application: The Tokyo POPS Map



Keeping an eye on POPS

07. Towards Application: The Tokyo POPS Map



07. Towards Application: The Tokyo POPS Map



What will the Project TEAM do?



1. Literature Review: What do we know about POPS?
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1. Literature Review: What do we know about POPS?

2. Team discussions about what is “good” urban space and 
    how to measure that?

3. Together refining a catalogue of surveying criteria

4. Survey all privately owned public spaces in Tokyo

5. Linking survey data to designers, developers, place specificity

6. Establishing a (public) database with all existing POPS

...

7. Producing a book and contribute to international discourses

8. Expanding the project to other Japanese cities

What will the Project TEAM do?



田村
ＰＪ



田村プロジェクトとは

　　人口４万人の地方小都市の活性化を目的としている

　　調査と社会実験がセットになった実践的プロジェクト

　　市長直轄型であり行政の全面的バックアップが魅力

　　学生の提案を実際に実現できる環境がある



田村市

郡山市郡山市
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田村市
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50㎞100 20常葉地区の位置

福島第一原発

福島第二原発

20km圏内

30km圏内

UDCT 田村市の位置



UDCT 
調査研究　 

社会実験　 

地元継承　 

船引 滝根 大越 都路 

「まちづくり基本方針」の検討 

「まちづくり実験」の実施 

地元中心でまちづくりの実践 

H19年 

H20年 

H20年 

H21年 

H21年 

H22年 

H22年 

旧町村単位で取り組む： 

H21年～ H22年～ 

常葉 

(H23年以降予定) 

H23年~ 

H23年 

これまでの取組み 



方策１　多様な住まい方の実践 
方策２　まちなかサービス・まちなかビジネス 
方策３　駅周辺の環境改善 
方策４　自然、歴史、景観の尊重 
方策５　文化・教育・健康への展開 

funehiki まちづくり基本方針（H19年） 

まちづくりの目標：船引を住み続けられる町へ 

ー人口23,765人．かつて葉たばこ集荷で興隆．田村市の中心－ 船引 



funehiki 実験１　空き店舗による市民活動展 
実験２　まちなみペイント 
実験３　田村百景 
実験４　市民シンポジウム 
実験５　タウントレイル 
実験６　快適街路実験 
実験７　イルミネーション 
実験８　田村味自慢 
実験９　アーティスト滞在 
 

まちづくり実験（H20年） 船引 ー基本方針に基づき実行－ 



takine 提案１　入水鍾乳洞の修景 
提案２　地域の学校 
提案３　駅の公共空間化 
提案４　自転車散策 
提案５　体験型観光 
提案６　地域案内人 
提案７　景観保全計画 

入水鍾乳洞 

菅谷駅 

菅谷小 

菅谷駅磐越東線 

まちづくり基本方針（H20年） 

まちづくりの目標：生活空間を魅せる 

ー人口5,223人．観光資源として鍾乳洞－ 滝根 



takine まちづくり実験（H21年） 
駅公衆トイレ整備　(H22年) 

ー将来像立案から拠点整備へ－ 滝根 

・菅谷駅周辺の将来像の立案・公開 
・菅谷駅公衆トイレのデザイン 
・まちづくり実行委員会設立へ 



ogoe 
「農」：　田園風景の保全・活用 
「石」：　石灰資源の活用と発信  
「駅」：　移動交通の充実と大越駅など拠点地区のまちづくり  
「娯」：　地域文化交流の中心としての大越娯楽場の再生  
「人」：　大越のまちづくりに関わる人の思いと活動の連携 

まちづくり基本方針（H21年） 
ー人口5,481人．かつて石灰産業で興隆－ 大越 

まちづくりの目標： 
　　　　大越が持つ資源の価値を共有し、 
　　　　　　　　　　つなげるまちづくり 



ogoe 大越 

１　旧大越娯楽場の活用 
２　民泊体験 
３　あるきあるき大会 
 
→大越まちづくり協議会へ継承 

まちづくり実験（H22年） 
ー基本方針から実行へ－ 



miyakoji 都路 

提案１　都路コミュニティ交通 
提案２　フルミチコミチ 
提案３　都路まるごとツーリズム 
提案４　ふるみちマーケット 

まちづくり基本方針（H22年） 
ー人口3,097人、農林業・畜産が中心の山間地－ 

まちづくりの目標： 
人のつながりを活かし、新たな『つながり』 
　　　　　　を展開させる都路のまちづくり 

提案５　都路アグリタウン 
提案６　２８８ステーション 
提案７　環境ガイドライン 



'

'

The 3rd TOKIWA WORKSHOP 

調査編



まちなみ・建物調査 



まちなみ・建物調査 
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山田作集落



50 100 200 400

断面線

山田作集落



聞き取り調査 



・常葉の過去と現在 
・これからどうしていきたいか 
・良いところ、悪いところ 

・常葉の課題 
・これからに向けた提案 

常葉に関わる
人への 

インタビュー 

聞き取り調査 

地域の生の声
を拾い上げる 

提案に
結びつける



■福島交通高橋さん 
■商工会指導員壁谷さん 
■行政区長村上さん 
■丸一電器横井さん 
■行政局吉田さん 
■保健士坪倉さん 
■常葉振興公社吉田さん 
 

以上14名 
(順不同) 

■田村市常葉行政局長坪井さん   ■福島県たばこ耕作組合の方々  ■商工会長佐藤さん  ■101オートキャンプ場森井さん  ■山根青年団長石井さん  ■消防団常葉地区隊長渡辺さん  ■田村市企画課坪井さん 

これまでに協力してくださった方々 



まちづくりワークショップ 



まちづくりWS 

「生活環境」	
  
「産業」	
  

「コミュニティ」	
  
について	
  

	


これからに	
  
向けたアイデア 	


ときわの	
  
強みと弱み	


第１回 第2回 第3回 

2011.10月	
 2011.11月	
 2012.01月	




住民の方による発表 



はたらく 
ときわ 

働くところを新しく作る�

今あることから仕事をつくる�

くらす 
ときわ 

商いの場を元気にする�

観光客と地域の人にPRする�

もっとあつまる場をつくる�

10年先・20年先も便利で�
　　　　　　　　快適に暮らす�

おとずれ
るときわ 





まちづくり方針

４月２１日（土）

中間報告会にて住民の方に発表
興味がある人はぜひ一緒に行きましょう



今年度の PJ 内容

１，常葉まちづくり基本方針の継続＋社会実験の実施

２，都路再生まちづくり支援

３，新市庁舎建設に伴う田村市中心市街地（＝船引）

　   のまちづくり計画の検討

４，田村市全域のまちづくりの連携

新M1が主体


	プロジェクト報告会結合.pdf
	プロジェクト報告会パワポ結合.pdf
	120413活動報告会【鞆】.pdf
	大槌pj
	PJ報告会S_足助PJ
	浅草プレゼン
	清水
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	スライド番号 35
	スライド番号 36
	スライド番号 37
	スライド番号 38
	スライド番号 39
	スライド番号 40
	スライド番号 41
	スライド番号 42
	スライド番号 43

	公開活動報告会2012PPT神楽坂
	プロジェクト報告_鹿児島
	0413PJ報告会佐原
	佐原プロジェクト
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	歴史的まちなみ
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	商店へのアンケート調査
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23

	活動報告会PDF高山軽
	プロジェクト報告_五箇山
	公開活動報告会2012PPTルンビニ

	120413_POPS-PROJEC_INTRO

	PJ報告会　田村
	001-0表紙
	001-1田村ぷろじぇくととは
	002田村市の位置
	003これまでの取り組み
	004船引１
	005船引２
	006滝根１
	007滝根２
	008大越１
	009大越２
	010都路
	011常葉町調査概要
	012-0まちなみ・建物調査１
	012-1まちなみ・建物調査２
	012-2まちなみ・建物調査
	012-3まちなみ・建物調査２
	013ヒアリング１
	014ヒアリング２
	015ヒアリング３
	016ＷＳ
	017WS2
	018WS3
	019WS４
	020WS5
	021提案
	今年度の内容




